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一　

は
じ
め
に

七
五
九
（
乾
元
二
）
年
春
、
四
十
八
歳
の
杜
甫
は
、
生
涯
最
後
で
最
大
の
決
心
を
下
し
、
家
族
帯
同
で
故
郷
の
洛
陽
に
別
れ
を
告
げ
、

帰
郷
の
意
志
こ
そ
終
生
棄
て
な
か
っ
た
も
の
の
、
確
か
な
生
活
保
証
の
無
い
ま
ま
漂
浪
の
旅
に
出
発
す
る
︒
時
に
、
粛
宗
治
下
に
任
じ

た
拾
遺
職
も
逐
わ
れ
、
加
え
て
、
当
時
折
悪
し
く
中
原
地
方
を
襲
っ
た
深
刻
な
大
飢
饉
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
杜
甫
が
や
む
な
く
選

択
し
た
、
一
族
生
存
の
為
の
最
終
窮
余
策
で
あ
っ
た
︒

近
年
の
杜
甫
評
伝
研
究
書
で
あ
る
孫
微
・
張
学
芬
『
杜
甫
傳（
１
）』
は
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

總
之
︐
戰
亂
和
饑
荒
的
威
脅
、
生
活
的
困
餒
無
助
、
對
昏
君
的
反
感
與
絶
望
︐
最
終
促
使
杜
甫
下
定
決
心
辭
去
華
州
司
功
參
軍
這

个
官
職
︐
遠
離
關
輔
地
區
︐
遠
離
飢
荒
和
戰
爭
中
心
︐
他
徹
底
遠
離
肅
宗
和
朝
廷
︒
他
帶
領
全
家
老
小
遠
赴
秦
州
投
親
靠
友
︐
從

此
走
上
了
一
條
更
加
艱
辛
坎
坷
之
路
︒

（
こ
れ
を
要
す
る
に
、
戦
乱
や
飢
餓
の
脅
威
、
生
活
の
困
窮
と
孤
立
、
絶
望
、
こ
れ
が
最
終
的
に
杜
甫
を
し
て
華
州
司
功
参
軍
と
い

う
地
方
廉
官
を
辞
退
し
て
、
近
畿
を
遠
く
離
れ
、
飢
餓
と
戦
争
の
中
心
地
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
さ
せ
た
︒
杜
甫
は
粛
宗
や
朝
廷

か
ら
徹
底
し
て
距
離
を
置
い
た
の
で
あ
る
︒
彼
は
老
人
か
ら
若
者
に
至
る
家
族
を
引
き
連
れ
、
秦
州
の
親
戚
友
人
を
頼
っ
て
行
く

こ
と
に
し
た
︒
こ
う
し
て
、
杜
甫
は
更
に
苦
難
に
満
ち
た
悪
路
を
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒）

竹
　
村
　
則
　
行

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩

	
夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
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こ
れ
は
ま
た
、
何
と
も
悲
壮
で
絶
望
的
な
旅
路
の
出
発
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
︒
同
様
の
旅
路
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
当
時
の
士
人
は
、

杜
甫
以
外
に
も
多
数
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
加
え
て
、
杜
甫
自
身
に
は
深
刻
な
健
康
上
の
問
題
も
あ
っ
た（

２
）︒

伝
統
あ
る
杜
一
族
の
家

長
と
し
て
家
名
の
復
興
に
懸
命
に
尽
力
し
た
杜
甫
で
は
あ
っ
た
が
、
万
策
尽
き
、
自
身
の
存
在
の
最
大
の
根
拠
地
で
あ
る
故
郷
ま
で
を

も
後
に
し
て
漂
浪
の
旅
に
出
立
し
た
苦
衷
の
心
境
は
、
他
人
に
は
想
像
を
絶
す
る
が
、
漂
浪
が
凄
絶
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
杜
甫
が
旅

中
で
困
苦
を
赤
裸
々
に
認し
た
ため
た
詩
篇
は
、
後
日
名
篇
と
し
て
の
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
る
︒
皮
肉
な
こ
と
に
、
周
知
の
よ
う
に
、
実
は

そ
の
杜
甫
が
漂
浪
の
途
次
に
お
い
て
、
極
限
の
困
苦
を
嘗
め
つ
つ
紡
ぎ
出
し
た
珠
玉
の
詩
篇
の
数
々
は
、
今
日
に
お
け
る
中
国
文
学
史

上
の
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
今
日
に
賞
賛
し
て
伝
え
ら
れ
る
︒
杜
甫
が
若
し
王
維
の
如
く
順
調
な
官
吏
出
世
道
を
進
ん
で
い
た
ら
、

盛
唐
詩
壇
の
様
相
は
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒
拙
筆
は
意
を
尽
く
さ
な
い
が
、
以
後
の
論
述
の
為
に
、
続
い
て

関
連
す
る
杜
甫
の
苦
難
の
漂
浪
の
旅
路
の
概
要
を
予
め
確
認
し
て
お
く（

３
）︒

※
　
七
五
九
（
乾
元
二
）
年
春
、
四
十
八
歳
︒
華
州
司
功
参
軍
の
廉
官
を
棄
て
、
洛
陽
を
出
発
︒
隴
右
秦
州
に
赴
く
︒

※
　
同
年
十
月
、
秦
州
よ
り
同
谷
に
移
る
︒
十
二
月
、
四
川
成
都
に
到
着
︒
剣
南
節
度
使
裴
冕
の
援
助
で
浣
花
草
堂
を
得
る
︒

※
　
七
六
〇
（
乾
元
三
／
上
元
元
）
年
、
四
十
九
歳
︒
成
都
に
在
り
︒

※
　 

七
六
一
（
上
元
二
）
年
、
五
十
歳
︒
十
二
月
、
杜
甫
最
大
の
支
援
者
と
な
る
厳
武
が
、
成
都
尹
・
剣
南
節
度
使
と
し
て
成
都
に

着
任
︒

※
　 

七
六
二
（
上
元
三
／
宝
応
元
）
年
、
五
十
一
歳
︒
七
月
、
長
安
に
召
し
返
さ
れ
た
厳
武
を
見
送
っ
て
綿
州
ま
で
同
行
︒
上
司
不
在

の
成
都
で
は
成
都
少
尹
の
徐
知
道
が
反
乱
を
起
こ
し
、
杜
甫
は
成
都
に
戻
れ
ず
梓
州
に
滯
在
す
る
︒

※
　 

七
六
四
（
広
徳
二
）
年
、
五
十
三
歳
︒
二
月
、
旧
知
の
厳
武
の
成
都
再
任
を
聞
き
、
直
前
に
開
始
し
て
い
た
帰
郷
の
た
め
の
東

行
を
変
更
し
て
、
三
月
、
成
都
に
戻
る
︒
こ
れ
に
よ
り
、
杜
甫
と
厳
武
の
再
会
が
か
な
い
、
成
都
尹
・
剣
南
節
度
使
た
る
厳

武
の
推
薦
に
よ
る
工
部
員
外
郎
へ
の
就
職
が
実
現
し
て
、
杜
甫
に
は
生
涯
稀
有
の
安
定
し
た
日
々
が
訪
れ
た
が
、
間
も
な
く

厳
武
の
死
（
七
六
五
年
四
月
）
に
よ
り
、
消
滅
す
る
︒
こ
の
事
件
に
よ
り
、
杜
甫
の
洛
陽
帰
郷
は
絶
望
的
と
な
っ
た
︒

※
　 

七
六
五
（
永
泰
元
）
年
、
五
十
四
歳
︒
四
月
、
厳
武
急
死
、
四
十
歳
︒
格
別
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
杜
甫
も
、
五
月
、
成
都
を

後
に
す
る
︒
秋
、
四
川
忠
州
︒
九
月
、
雲
安
に
到
着
︒
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※
　 

七
六
六
（
永
泰
二
／
大
暦
元
）
年
、
五
十
五
歳
︒
春
、
雲
安
に
在
り
︒
三
月
、
夔
州
に
移
住
︒
秋
、
西
閣
（
白
帝
城
の
一
角
）
に
移

る
︒
夔
州
都
督
柏
茂
琳
の
厚
遇
を
受
け
る
︒

※
　 
七
六
七
（
大
暦
二
）
年
、
五
十
六
歳
︒
夔
州
に
在
り
︒
三
月
、
瀼
西
に
居
を
移
す
︒
柏
茂
琳
よ
り
田
畑
を
譲
り
受
け
、
農
業
を

営
む
︒
柏
茂
琳
急
死
︒

※
　 

七
六
八
（
大
暦
三
）
年
、
五
十
七
歳
︒
三
月
、
夔
州
を
去
り
、
三
峡
を
経
て
、
五
月
、
湖
北
江
陵
（
荊
州
）
に
至
る
︒
秋
、
湖
南

公
安
に
至
る
︒
年
末
、
湖
南
岳
州
に
至
る
︒

※
　 

七
六
九
（
大
暦
四
）
年
、
五
十
八
歳
︒
湖
南
を
放
浪
︒
洞
庭
湖
～
湘
水
～
潭
州
～
衡
州
～
潭
州
︒
旧
知
の
韋
之
晋
を
頼
っ
て
行

く
が
、
間
も
な
く
そ
の
死
を
知
る
︒

※
　
七
七
〇
（
大
暦
五
）
年
、
五
十
九
歳
︒
湖
南
潭
州
を
放
浪
︒
湖
南
耒
陽
に
て
洪
水
避
難
中
に
客
死
す
る
︒

小
稿
は
、
杜
甫
が
生
涯
を
賭
し
た
漂
浪
の
旅
の
途
次
、
特
に
四
川
夔
州
に
お
い
て
集
中
的
に
詠
ん
だ
雨
の
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
描
写
、

心
理
、
杜
甫
詩
や
文
学
史
上
に
お
け
る
位
置
、
特
色
等
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
分
析
を
試
み
た
い
︒

二　

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩

杜
甫
は
、
七
六
六
年
十
二
月
か
ら
七
六
八
年
三
月
に
至
る
二
年
余
り
を
四
川
夔
州
に
お
い
て
過
ご
し
た
︒
そ
の
間
、
一
度
西
閣
か
ら

瀼
西
へ
長
江
沿
い
に
移
居
し
て
い
る
︒
そ
の
間
の
詩
作
は
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
五
～
二
十
一
に
集
中
し
て
纏
め
ら
れ
る
︒

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
詩
題
に
「
雨
」
を
含
む
詩
の
数
は
全
六
十
四
首
︒
と
り
わ
け
巻
十
五
に
お
い
て
は
、
全
七
十
八
首
中
、
以
下
小
稿
に

お
い
て
考
察
す
る
十
二
首
の
詩
題
に
「
雨
」
を
含
む
︒
以
下
に
詩
題
と
詩
番
号
、
冒
頭
一
句
を
提
示
す
る
（
各
詩
の
表
現
は
各
項
中
に
検
討
す

る
︒
底
本
は
講
談
社
学
術
文
庫
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』︒）

①
雨
（
〇
九
一
五
）
峽
雲
行
清
暁
　
　
　
　
　
　
②
雨
（
〇
九
一
六
）
行
雲
遞
崇
高

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩
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③
雨
二
首
其
一
（
〇
九
一
七
）
青
山
澹
無
姿
　
　
④
同
其
二
（
〇
九
一
八
）
空
山
中
宵
陰

⑤
江
上
（
〇
九
一
九
）
江
上
日
多
雨
　
　
　
　
　
⑥
雨
晴
（
〇
九
二
〇
）
雨
時
山
不
改
　
　
　

⑦
雨
不
絶
（
〇
九
二
一
）
鳴
雨
既
過
漸
細
微
　
　
⑧
晩
晴
（
〇
九
二
二
）
返
照
斜
初
徹

⑨
雨
（
〇
九
二
三
）
万
木
雲
深
隠
　
　
　
　
　
　
⑩
晴
二
首
其
一
（
〇
九
二
四
）
久
雨
巫
山
暗
　

⑪
同
其
二
（
〇
九
二
五
）
啼
烏
争
引
子
　
　
　
　
⑫
雨
（
〇
九
二
八
）
始
賀
天
休
雨

三　

懐
王
と
神
女
の
雲
雨
故
事

杜
甫
が
夔
州
に
お
い
て
、
詩
題
に
「
雨
」
字
を
付
し
て
直
接
に
雨
を
詠
ん
だ
詩
篇
は
以
上
の
十
二
首
で
あ
る
︒
無
論
気
候
現
象
と
し

て
の
降
雨
は
気
温
や
湿
気
等
の
条
件
が
整
え
ば
常
に
発
生
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
杜
甫
の
夔
州
滞
在
二
年
ば
か
り
の
間
の
作

詩
は
、
そ
の
他
の
詩
材
に
比
し
て
異
常
に
集
中
し
て
多
い
︒
以
下
に
は
、
上
記
十
二
首
詩
を
中
心
に
、
そ
の
内
容
を
、
雲
雨
故
事
の
雨
、

万
物
成
長
の
喜
び
の
雨
、
定
点
観
測
に
よ
る
降
雨
描
写
等
の
観
点
か
ら
分
類
し
て
大
ま
か
な
分
析
を
試
み
た
い
︒
　

ま
ず
、
三
峡
夔
州
に
滞
在
す
る
杜
甫
が
当
地
の
旅
客
と
し
て
詠
ん
だ
雨
の
詩
に
は
、
楚
の
懐
王
と
巫
山
神
女
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
所

謂
雲
雨
故
事（
４
）が
多
く
引
用
ま
た
は
言
及
さ
れ
る
︒
故
事
の
作
者
た
る
宋
玉
と
「
高
唐
賦
」「
神
女
賦
」
に
つ
い
て
、
杜
甫
が
熟
知
し
て
い

た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
当
時
の
宮
殿
は
既
に
滅
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
杜
甫
詩
の
巫
山
神
女
へ
の
言
及
は
神
話
伝
説
で
あ
り
、
杜
甫

は
こ
れ
を
現
実
の
事
象
と
峻
別
す
る
︒
即
ち
、
神
話
の
存
在
は
認
識
し
て
詩
中
に
点
綴
す
る
が
、
夔
州
の
降
雨
の
現
実
と
混
同
す
る
こ

と
は
無
い（

５
）︒

例
え
ば
、
杜
甫
は
、
前
掲
①
「
雨
（
〇
九
一
五　

峽
雲
行
清
暁
）」
詩
に
お
い
て
、
夔
州
に
お
け
る
驟
雨
の
様
子
を
描
写
し

た
後
、
後
半
の
六
句
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
宋
玉
「
高
唐
賦
」
中
に
記
さ
れ
た
楚
懐
王
と
巫
山
神
女
と
の
雲
雨
故
事
に
言
及
す
る
︒

楚
宮
久
已
滅
　
　
楚
宮
　
久
し
く
已
に
滅
し
　
　

幽
珮
為
誰
哀
　
　
幽
珮
　
誰
が
為
に
哀
し
む

侍
臣
書
王
夢
　
　
侍
臣
　
王
が
夢
を
書
し
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賦
有
冠
古
才
　
　
賦
に
　
古
に
冠
た
る
才
有
り

冥
冥
翠
龍
駕
　
　
冥
冥
た
り
　
翠
龍
の
駕

多
自
巫
山
台
　
　
多
く
は
巫
山
の
台
よ
り
な
ら
ん

「
侍
臣
」
は
楚
懐
王
の
侍
臣
宋
玉
、「
賦
」
は
「
高
唐
賦
」︒
杜
甫
は
こ
こ
で
、
眼
前
の
夔
州
の
驟
雨
を
描
写
し
た
後
、
当
地
に
伝
わ
る

楚
懐
王
と
巫
山
仙
女
と
の
有
名
な
雲
雨
故
事
に
言
及
し
、
そ
の
驟
雨
の
様
か
ら
、
懐
王
の
軍
隊
の
勇
ま
し
い
進
軍
を
連
想
す
る
︒
た
だ

こ
れ
は
従
来
の
形
式
的
な
引
用
で
あ
る
事
は
、
杜
甫
の
次
の
詩
が
こ
れ
を
物
語
る
︒

　
　
　
⑫
雨
（
〇
九
二
八　

始
賀
天
休
雨
）

牛
馬
行
無
色
　
　
牛
馬
は
　
行
く
も
色
無
く
　

蛟
龍
闘
不
開
　
　
蛟
龍
は
　
闘
ひ
て
開は

れ
ず

干
戈
盛
陰
気
　
　
干
戈
　
陰
気
盛
ん
な
る
は

未
必
自
陽
台
　
　
未
だ
必
ず
し
も
陽
台
よ
り
せ
ず

杜
甫
は
、
当
該
詩
後
半
の
引
用
部
分
に
お
い
て
、
世
上
の
「
暴
雨
=
戦
乱
」
が
続
く
の
は
「
干
戈
」（
武
器
）
の
使
用
の
為
で
あ
り
、

巫
山
の
雲
雨
の
如
き
も
の
で
は
な
い
事
を
喝
破
す
る
（
因
み
に
武
器
の
武
字
は
武
力
行
使
抑
止
の
意
）︒
以
上
か
ら
、
杜
甫
が
夔
州
の
豪

雨
か
ら
当
地
の
雲
雨
故
事
を
連
想
し
た
と
し
て
も
、
杜
甫
自
身
は
神
話
故
事
と
現
実
の
気
候
現
象
と
を
冷
静
に
峻
別
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
︒
驟
雨
の
所
謂
「
雨
脚
」
か
ら
軍
隊
の
歩
兵
の
行
進
を
連
想
す
る
こ
と
は
、
そ
の
場
に
い
て
実
際
に
驟
雨
に
打
た
れ
た
杜
甫

な
ら
で
は
の
発
想
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
︒

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩
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四　

万
物
を
成
長
さ
せ
る
喜
び
の
雨

次
に
、
降
雨
の
肯
定
的
な
側
面
、
則
ち
慈
雨
的
な
面
を
詠
ん
だ
杜
甫
詩
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒
乾
元
元
年
（
七
五
八
）、
玄
宗
の
帝
位

を
継
い
だ
粛
宗
下
の
長
安
で
、
左
拾
遺
の
任
を
拝
命
し
た
時
の
作
︒
夔
州
時
の
作
で
は
な
く
、
ま
た
玄
宗
か
ら
粛
宗
へ
の
鼎
革
の
乱
中

で
あ
る
が
、
雨
の
持
つ
万
物
慈
雨
的
な
側
面
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
夔
州
時
の
雨
の
詩
と
は
好
対
照
の
詩
例
で
あ
る
︒

　
曲
江
対
雨　
　
　
　
　

曲
江
に
て
雨
に
対
す
（
〇
二
一
〇
）

城
上
春
雲
覆
苑
牆
　
　
城
上
の
春
雲
　
苑
牆
を
覆
ひ
　
　

江
亭
晩
色
静
年
芳
　
　
江
亭
の
晩
色
　
年
芳
静
か
な
り

林
芳
著
雨
燕
支
湿
　
　
林
芳
　
雨
を
著
け
て
　
燕
支
湿う
る

お
ひ

水
荇
牽
風
翠
帯
長
　
　
水
荇
　
風
に
牽
か
れ
て
　
翠
帯
長
し

龍
武
新
軍
深
駐
輦
　
　
龍
武
の
新
軍
　
深
く
輦
を
駐
め

芙
蓉
別
殿
漫
焚
香
　
　
芙
蓉
の
別
殿
　
漫
り
に
香
を
焚
く

何
時
詔
此
金
銭
会
　
　
何
れ
の
時
か
　
此
の
金
銭
の
会
を
詔
し
て

暫
酔
佳
人
錦
瑟
傍
　
　
暫
く
酔
は
ん
　
佳
人
錦
瑟
の
傍

こ
れ
は
目
出
度
い
春
色
の
風
景
で
あ
る
︒
宮
庭
に
並
べ
ら
れ
た
花
々
は
天
下
万
物
が
春
雨
に
潤
っ
て
い
る
︒
表
現
は
華
美
で
あ
る
が
、

果
た
し
て
本
当
に
そ
の
よ
う
な
風
景
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
杜
甫
詩
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
一
方
的
な
賛
美
詩
は
寧
ろ
珍
し
い
が
、

こ
れ
は
、
安
禄
山
乱
に
よ
る
政
乱
と
粛
宗
の
新
王
朝
が
も
た
ら
し
た
一
時
的
な
平
和
で
あ
っ
た
︒
発
言
は
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、

も
し
杜
甫
が
此
の
後
に
平
穏
な
出
世
官
僚
の
道
を
進
ん
だ
な
ら
ば
、
今
日
の
杜
甫
の
名
作
詩
篇
の
大
部
分
は
存
在
せ
ず
、
代
わ
り
に
“
目

出
度
い
”
愛
国
詩
人
が
盛
唐
の
詩
壇
を
席
捲
し
た
こ
と
だ
ろ
う
︒
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喜
雨　
　
　
　

喜
び
の
雨
（
〇
八
二
六
）

南
国
旱
無
雨
　
南
国
は
旱
に
し
て
雨
無
き
に

今
朝
江
出
雲
　
今
朝
　
江
　
雲
を
出
す

入
空
纔
漠
漠
　
空
に
入
り
て
　
纔わ
ず

か
に
漠
漠
た
り

灑
迥
已
紛
紛
　
迥は
る

か
に
灑そ
そ

ぎ
て
　
已
に
紛
紛
た
り

巣
燕
高
飛
尽
　
巣
燕
は
高
く
飛
び
て
尽
き

林
花
潤
色
分
　
林
花
は
潤
お
ひ
て
色
を
分
か
つ

晩
来
声
不
絶
　
晩
来
　
声
絶
え
ず

応
得
夜
深
聞
　
応
に
夜
深
け
て
聞
く
を
得
べ
し

旱
魃
の
影
響
で
長
安
洛
陽
を
後
に
し
て
、
陝
西
甘
粛
の
乾
燥
地
帯
を
踏
破
し
て
き
た
杜
甫
一
行
は
、
永
泰
元
年
（
七
六
五
）、
四
川
成

都
で
や
っ
と
本
格
的
な
驟
雨
の
洗
礼
を
受
け
る
︒
第
二
句
以
下
に
、
そ
の
歓
び
が
克
明
に
描
写
さ
れ
る
︒「
今
朝
江
上
に
雲
が
出
る
と
ま

も
な
く
空
高
く
立
ち
こ
め
、
遠
く
ま
で
絶
え
間
な
く
降
り
注
ぐ
︒
樹
上
の
鳥
は
高
く
飛
ん
で
居
な
く
な
り
、
雨
に
打
た
れ
た
花
は
鮮
や

か
な
色
を
な
す
︒
雨
は
夜
に
な
っ
て
も
止
ま
ず
、
深
夜
も
雨
音
が
続
く
だ
ろ
う
︒」

こ
の
他
、
②
雨
（
〇
九
一
六　

行
雲
遞
崇
高
）
詩
の
後
半
第
九
～
二
十
句
に
は
、

前
雨
傷
卒
暴
　
　
前
の
雨
は
卒
暴
な
り
し
を
傷
み

今
雨
喜
容
易
　
　
今
の
雨
は
容
易
な
る
を
喜
ぶ

不
可
無
雷
霆
　
　
無
か
る
可
か
ら
ず
　
雷
霆
の

間
作
鼓
増
気
　
　
間
々
に
鼓
を
作
し
気
を
増
さ
ん
こ
と
を

佳
声
達
中
宵
　
　
佳
声
　
中
宵
に
達
し

所
望
時
一
致
　
　
望
む
所
　
時
に
一
致
せ
り

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩
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清
霜
九
月
天
　
　
清
霜
　
九
月
の
天

髣
髴
見
滞
穂
　
　
髣
髴
と
し
て
滞
穂
を
見
る

郊
扉
及
我
私
　
　
郊
扉
よ
り
我
が
私
に
及
び

我
圃
日
蒼
翠
　
　
我
が
圃は
た
けは
日
々
に
蒼
翠
た
り
　

恨
無
抱
甕
力
　
　
甕
を
抱
く
力
の
無
き
を
恨
み

庶
減
臨
江
費
　
　
江
に
臨
む
費つ
い
え

を（
６
）減
ぜ
ん
こ
と
を
庶
こ
い
ね
が

う

と
述
べ
、
豊
富
な
降
雨
の
お
蔭
で
、
杜
甫
が
借
り
て
い
た
畑
の
作
物
の
成
長
が
程
よ
く
促
進
さ
れ
た
こ
と
、
水
や
り
の
苦
労
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
︒
中
原
の
乾
燥
地
帯
に
馴
染
ん
だ
杜
甫
に
は
、
文
字
通
り
の
実
感
で
あ
っ
た
︒

同
様
の
記
述
は
、
引
用
は
省
略
す
る
が
、「
萵わ
き
ょ苣
を
種う

う
」（
〇
九
三
三
︒
わ
き
ょ
は
チ
シ
ャ
）
に
も
見
え
る
︒

五　

夔
州
の
驟
雨
を
定
点
観
測
し
、
現
象
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
た

小
稿
は
、
い
よ
い
よ
本
論
に
入
る
︒
杜
甫
が
二
年
余
り
の
夔
州
滞
在
中
に
集
中
し
て
詠
ん
だ
雨
の
詩
は
、
例
え
る
な
ら
ば
夔
州
に
定

点
を
置
い
て
、
自
ら
が
豪
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
驟
雨
の
実
態
を
観
測
し
た
気
象
報
告
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
実
態

表
現
こ
そ
が
、
後
世
杜
甫
が
六
朝
貴
族
文
学
の
旧
弊
を
脱
し
て
、
新
た
な
唐
代
文
学
の
境
界
を
開
拓
し
た
と
評
価
さ
れ
る
所
以
と
同
一

の
内
容
を
含
む
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
︒
ま
ず
、
そ
の
新
奇
な
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
︒

　
②
雨
（
〇
九
一
六
）

行
雲
遞
嵩
高
　
　
行
雲
　
遞た
が

ひ
に
崇
高
と
な
り

飛
雨
靄
而
至
　
　
飛
雨
　
靄
と
し
て
至
る
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潺
潺
石
間
溜
　
　
潺
潺
と
し
て
石
間
に
溜
ま
り

汨
汨
松
上
駛
　
　
汨
汨
と
し
て
松
上
に
駛は
や

し

こ
の
一
節
は
、
あ
る
日
（
恐
ら
く
は
夏
日
）
の
夔
州
に
お
い
て
、
杜
甫
の
住
ん
で
い
た
部
屋
の
窓
か
ら
見
た
驟
雨
の
形
成
と
展
開
の

雨
模
様
を
時
々
刻
々
克
明
に
描
写
す
る
︒
内
容
か
ら
、
ど
う
や
ら
杜
甫
は
こ
の
驟
雨
が
発
生
し
て
、
そ
の
雨
脚
が
杜
甫
の
住
居
へ
襲
来

す
る
ま
で
、
所
謂
定
点
観
測
し
て
い
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
︒
以
下
訳
文
を
以
て
説
明
に
代
え
る
︒「
夔
州
の
山
々
を
流
れ
ゆ
く
雲
が

互
い
に
連
な
っ
て
空
高
く
昇
り
、
や
が
て
雨
と
な
っ
て
舞
い
、
靄
が
掛
か
っ
た
よ
う
な
驟
雨
と
な
っ
て
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
来
る
︒
そ
れ

は
、
勢
い
よ
く
庭
の
石
の
す
き
間
に
溜
ま
り
、
松
葉
を
ピ
ン
ピ
ン
と
跳
ね
る
︒」

　
③
雨
二
首
其
一
（
〇
九
一
七
）

青
山
澹
無
姿
　
　
青
山
澹あ
わ

く
し
て
　
姿
無
く

白
露
誰
能
数
　
　
白
露
　
誰
か
能
く
数
へ
ん
　

片
片
水
上
雲
　
　
片
片
た
り
　
水
上
の
雲

蕭
蕭
沙
中
雨
　
　
蕭
蕭
た
り
　
沙
中
の
雨

殊
俗
状
巣
居
　
　
殊
俗
　
巣
居
の
状ご
と

く

層
台
俯
風
渚
　
　
層
台
に
　
風
渚
俯み
お
ろす

佳
客
適
万
里
　
　
佳
客
　
万
里
に
適ゆ

く

沈
思
情
延
佇
　
　
沈
思
し
て
　
情
　
延
佇
す

（
大
意
）
豪
雨
が
続
く
山
々
は
淡
く
霞
ん
で
青
天
の
青
さ
は
無
く
、
白
露
の
よ
う
に
降
る
雹
を
誰
が
数
え
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒
川
面

に
は
水
蒸
気
と
な
っ
た
雲
が
舞
い
散
り
、
川
辺
に
し
と
し
と
降
り
注
い
で
い
る
︒

こ
の
詩
は
、
長
江
河
畔
の
杜
甫
の
住
居
上
か
ら
見
た
雨
靄
に
煙
る
夔
州
長
江
の
点
景
と
解
す
る
︒
雨
の
振
り
出
し
か
ら
止
む
ま
で
数

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩
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時
間
、
更
に
は
次
の
降
雨
を
も
含
め
、
眼
下
の
長
江
を
俯
瞰
し
て
黙
想
す
る
杜
甫
の
姿
が
筆
者
に
は
眼
に
映
る
︒
な
お
、
末
尾
の
「
佳

客
」
は
一
般
の
点
景
で
あ
り
、
杜
甫
と
の
関
係
は
薄
い
で
あ
ろ
う
︒

　
④
雨
二
首
其
二
（
〇
九
一
八
）

空
山
中
宵
陰
　
　
空
山
　
中
宵
陰
り
　
　
　

微
冷
先
枕
席
　
　
微
冷
　
枕
席
を
先
に
す
　
　

回
風
起
清
曙
　
　
回
風
　
清
曙
に
起
こ
り

万
象
萋
已
碧
　
　
万
象
　
萋
と
し
て
已
に
碧
な
り

落
落
出
岫
雲
　
　
落
落
た
り
　
岫
を
出
づ
る
雲

渾
渾
倚
天
石
　
　
渾
渾
た
り
　
天
に
倚
る
石

日
仮
何
道
行
　
　
日
は
何
れ
の
道
を
仮
り
て
行
か
ん

雨
含
長
江
白
　
　
雨
は
長
江
を
含
み
て
白
し

　（
後
略
）

（
大
意
）
微
か
な
夔
州
の
山
々
が
夜
半
に
は
曇
り
、
ま
ず
微
か
な
冷
気
が
枕
元
を
訪
れ
る
︒
明
け
方
に
は
ひ
ん
や
り
し
た
つ
む
じ
風
が

起
こ
り
、
見
渡
す
限
り
青
々
と
茂
っ
た
万
物
の
中
を
吹
き
抜
け
る
︒
雲
は
山
中
の
岩
場
か
ら
勃
然
と
湧
き
出
し
、
そ
れ
は
ま
る
で
大
空

に
倚
り
掛
か
る
巨
岩
の
よ
う
だ
︒
一
体
太
陽
は
ど
の
道
を
通
っ
て
運
行
し
て
い
る
の
か
︒
雨
は
長
江
を
白
く
覆
っ
て
振
り
続
い
て
い
る
︒

こ
の
詩
に
お
い
て
、
杜
甫
は
夔
州
に
降
り
注
ぐ
驟
雨
の
顛
末
を
克
明
に
描
写
す
る
︒
そ
の
描
写
は
具
体
的
で
実
象
的
で
あ
る
︒
杜
甫

が
想
像
で
な
く
、
実
際
に
驟
雨
の
様
を
体
験
し
つ
つ
、
此
の
詩
を
作
成
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
︒

　
⑤
江
上
（
〇
九
一
九
）

江
上
日
多
雨
　
　
江
上
　
日
に
雨
多
し

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
四
号

10



蕭
蕭
荊
楚
秋
　
　
蕭
蕭
た
り
　
荊
楚
の
秋

高
風
下
木
葉
　
　
高
風
は 

木
葉
を
下お
と

し

永
夜
攬
貂
裘
　
　
永
き
夜
に
　
貂
裘
を
攬と

る

勳
業
頻
看
鏡
　
　
勳
業
　
頻
り
に
鏡
を
看

行
蔵
独
倚
楼
　
　
行
蔵
　
独
り
楼
に
倚
る

時
危
思
報
主
　
　
時
危
う
く
し
て
　
主
に
報
ひ
ん
こ
と
を
思
ふ
も

衰
謝
不
能
休
　
　
衰
謝
す
る
こ
と
休や

む
能
は
ず

詩
題
に
「
雨
」
は
無
い
が
、
大
暦
元
（
七
六
六
）
年
秋
、
夔
州
の
長
江
沿
い
に
立
つ
西
閣
に
お
い
て
、
降
り
し
き
る
雨
音
を
聴
き
な
が

ら
、
人
生
の
「
行
蔵
」
に
つ
い
て
思
念
し
た
詩
で
あ
る
︒
杜
甫
自
身
に
報
国
の
思
い
は
十
分
あ
っ
て
も
、
乱
世
に
あ
っ
て
、
加
え
て
我

が
衰
貌
の
た
め
、
そ
の
悲
願
が
実
現
す
る
こ
と
は
絶
望
的
で
あ
っ
た
︒

ま
た
次
の
詩
は
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
八
所
収
の
も
の
だ
が
、
巻
十
五
の
①
～
⑫
に
準
じ
る
雨
の
作
品
で
あ
る
︒

　
晨
雨
（
一
一
一
四
）

小
雨
晨
光
内
　
　
小
雨
　
晨
光
の
内
　
　

初
来
葉
上
聞
　
　
初
め
て
来
た
り
て
　
葉
上
に
聞
く

霧
交
纔
灑
地
　
　
霧
に
交
わ
り
て
　
纔わ
ず

か
に
地
に
灑そ
そ

ぎ

風
折
旋
随
雲
　
　
風
に
折
ら
れ
て
　
旋た
ち
まち
雲
に
随
う

暫
起
柴
荊
色
　
　
暫
く
起
こ
す
　
柴
荊
の
色

軽
霑
鳥
獣
群
　
　
軽
く
霑う
る
ほす

　
鳥
獣
の
群
れ

麝
香
山
一
半
　
　
麝
香
は
　
山
一
半

亭
午
未
全
分
　
　
亭
午
に
　
未
だ
全
く
は
分
か
れ
ず

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩
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大
暦
二
年
（
七
六
七
）、
夔
州
の
作
︒
こ
こ
で
の
雨
も
、
時
々
刻
々
変
化
す
る
降
雨
の
実
態
を
、
一
日
の
流
れ
に
沿
っ
て
活
写
す
る
︒

（
大
意
）
夜
明
け
前
に
降
り
始
め
た
雨
が
、
初
め
近
く
の
木
の
葉
に
雨
音
が
聞
こ
え
て
い
た
が
、
や
が
て
霧
に
交
じ
っ
て
地
に
注
ぎ
、

強
風
に
吹
か
れ
て
旋
風
と
な
っ
て
雲
を
従
え
て
大
空
を
行
く
︒
そ
の
雨
は
我
が
家
の
色
合
い
を
も
少
し
く
変
化
さ
せ
、
向
こ
う
の
麝
香

山
も
霞
ん
で
見
分
け
が
つ
か
な
い
程
で
あ
る
︒

六　

ま
と
め

上
元
二
年
（
七
六
一
）、
漂
浪
の
旅
の
途
中
、
四
川
成
都
に
滞
在
し
た
五
十
歳
の
杜
甫
は
、
草
堂
の
眼
前
を
流
れ
る
錦
江
が
春
の
出
水

で
海
波
の
よ
う
に
勢
い
よ
く
波
立
っ
て
い
る
の
を
実
見
し
、
我
が
青
年
期
の
文
学
活
動
を
回
顧
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

　
江
上
値
水
如
海
勢
聊
短
述
（
江
上
、
水
の
海
勢
の
如
く
な
る
に
値あ

ひ
、
聊
か
短
述
す
）（
〇
四
六
一
）

為
人
性
癖
耽
佳
句
　
　
人
と
為
り
　
性
癖
に
し
て
　
佳
句
に
耽
り

語
不
驚
人
死
不
休
　
　
語
の
人
を
驚
か
さ
ず
ん
ば
　
死
す
と
も
休や

ま
ず

老
去
詩
篇
渾
漫
与
　
　
老
い
去
り
て
　
詩
篇
　
渾す
べ

て
漫
り
に
与
へ

春
来
花
鳥
莫
深
愁
　
　
春
来
た
り
て
　
花
鳥
　
深
く
愁
う
莫
し

新
添
水
檻
供
垂
釣
　
　
新
た
に
水
檻
を
添
え
て
　
釣
り
を
垂
る
る
に
供
し

故
著
浮
槎
替
入
舟
　
　
故
き
に
浮
槎
を
著
け
て
　
舟
を
入
る
る
に
替
ふ

焉
得
思
如
陶
謝
手
　
　
焉
ん
ぞ
思
い
陶
・
謝
の
如
き
手
を
得
て

令
渠
述
作
与
同
遊
　
　
渠
を
し
て
述
作
せ
し
め
て
　
与
に
同
遊
せ
ん

杜
甫
は
こ
こ
で
、
成
都
の
草
堂
前
を
流
れ
る
錦
江
の
狂
瀾
を
眼
前
に
し
て
、
自
分
の
若
か
り
し
頃
、
恐
ら
く
科
挙
合
格
と
任
官
に
懸

命
に
な
っ
て
い
た
二
十
代
頃
の
自
分
の
詩
文
活
動
を
連
想
し
て
い
る
︒「
人
が
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
警
抜
な
表
現
の
発
掘
に
躍
起
に
な
っ

中
国
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て
い
た
」（
第
二
句
）
杜
甫
の｢

性
癖｣

は
、
五
十
歳
を
迎
え
た
今
も
健
在
で
あ
り
、
前
朝
の｢

陶
淵
明
・
謝
恵
連（
７
）｣

の
よ
う
な
好
敵
手

の
出
現
を
期
待
し
て
い
る
︒
無
論
、
就
職
活
動
を
含
む
文
学
活
動
と
、
春
期
の
出
水
と
は
直
接
関
係
は
無
い
が
、
文
学
史
上
に
お
い
て

主
流
反
主
流
等
、
そ
の
流
れ
を
河
水
の
流
れ
に
例
え
る
こ
と
は
通
常
で
あ
る
︒
詠
詩
の
対
象
は
異
な
る
が
、
杜
甫
が
夔
州
に
お
い
て
連

綿
と
し
て
雨
の
詩
を
書
い
た
事
情
も
、
こ
の
「
語
不
驚
人
死
不
休
」
た
る
「
性
癖
」
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
筆
者
は
見
た
い
︒
即
ち
、

前
の
第
五
章
で
検
討
し
た
杜
甫
の
夔
州
に
お
け
る
驟
雨
を
詠
ん
だ
詩
も
そ
の
対
象
に
含
ま
れ
得
る
と
筆
者
は
考
え
る
︒

こ
の
詩
は
上
元
二
年
（
七
六
一
）
春
、
成
都
で
の
作
︒
杜
甫
五
十
歳
︒
時
に
剣
南
節
度
使
裴
冕
の
援
助
に
よ
っ
て
成
都
の
西
郊
に
浣
花

草
堂
を
得
て
、
た
ま
さ
か
の
余
裕
あ
る
生
活
を
営
ん
で
い
た
︒
後
半
の
「
檻
・
垂
・
釣
・
舟
」
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
︒「
江
」
は
草
堂
近

く
を
流
れ
る
長
江
の
支
流
の
錦
江
︒
こ
の
詩
は
、
春
期
に
増
量
し
た
江
水
に
遭
遇
し
た
杜
甫
が
、
若
き
日
の
自
分
の
詩
作
活
動
を
勢
い

よ
く
流
れ
る
江
水
に
例
え
て
回
顧
し
た
も
の
で
あ
る
︒
末
聯
の
陶
淵
明
や
謝
霊
運
が
、
杜
甫
が
理
想
と
し
た
文
人
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
︒
起
聯
に
お
い
て
、
杜
甫
は
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
性
癖
や
文
学
活
動
を
「
本
来
偏
屈
で
、
良
い
句
を
作
る
こ
と
に
夢
中
に

な
り
、
従
来
無
か
っ
た
、
人
が
驚
く
表
現
を
見
つ
け
る
ま
で
詩
作
を
止
め
な
か
っ
た
」
と
回
顧
す
る
︒
杜
甫
が
四
川
夔
州
に
お
い
て
、

場
所
は
異
な
る
が
同
じ
長
江
を
眼
前
に
し
て
、
現
実
に
降
る
雨
の
詩
を
多
作
す
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
五
年
後
の
事
で
あ
る
︒

し
か
し
、
昔
の
若
年
期
の
杜
甫
と
今
の
老
年
期
の
杜
甫
の
詩
作
へ
の
情
熱
に
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
︒
そ
れ
は
、
就
職
活
動
を
兼

ね
た
若
年
期
の
詩
作
と
、
厭
く
ま
で
詩
的
表
現
に
拘
っ
た
老
年
期
の
杜
甫
の
詩
作
と
な
っ
て
顕
現
す
る
︒

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
は
、
帰
郷
の
意
志
こ
そ
失
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
間
違
い
な
く
旅
の
終
焉
前
の
自
分
の
客
死
を
現
実
の
も
の
と

し
て
認
識
し
て
い
た
︒
連
日
多
雨
が
続
く
夔
州
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
漂
泊
の
原
因
に
洛
陽
・
長
安
の
大
飢
饉
の
経
験
を
持
つ
杜
甫

に
と
っ
て
、
降
雨
は
万
物
成
長
の
源
た
る
貴
事
で
は
あ
っ
て
も
、
憎
悪
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
背
景
下
に
、
杜
甫
の
夔

州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩
が
、
ま
る
で
驟
雨
の
発
生
と
展
開
を
定
点
観
測
す
る
か
の
よ
う
に
、
連
続
し
て
詩
作
さ
れ
た
も
の
と
筆
者

は
考
え
る
の
で
あ
る
︒

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
詩
に
特
定
し
た
研
究
は
多
く
な
い
が
、
そ
の
中
で
封
野
『
杜
甫
夔
州
詩
疏
論（
８
）』
は
次
の
様
に
述
べ
る
︒
浅
学
の

筆
者
も
基
本
的
に
同
意
見
で
あ
り
、
貴
重
な
先
行
研
究
の
結
論
を
借
り
て
拙
稿
の
総
括
と
す
る
︒

夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
雨
の
詩
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杜
甫
喜
愛
夔
州
的
自
然
生
態
︐
熱
情
贊
美
夔
州
“
形
勝
有
餘
”︐
生
動
描
繪
夔
州
的
萬
千
氣
象
︒
他
把
夔
州
的
自
然
生
態
同
人
文
積

淀
密
切
結
合
起
來
︐
把
外
在
的
自
然
客
體
同
自
己
的
情
感
意
緒
結
合
起
來
︐
創
作
出
一
幅
幅
既
獨
具
夔
州
特
色
又
包
蘊
人
文
精
神

的
山
水
詩
卷
︒

（
杜
甫
は
夔
州
の
自
然
生
態
を
愛
し
、
夔
州
の
“
有
り
余
る
自
然
形
態
”
を
情
熱
的
に
賛
美
し
、
夔
州
の
幾
千
幾
万
の
気
象
を
描
き

出
し
た
︒
彼
は
夔
州
の
自
然
形
態
を
人
文
社
会
の
淀
み
と
密
接
に
結
合
し
、
外
在
す
る
自
然
客
体
を
我
が
情
感
や
情
意
と
結
合
し
、

一
幅
の
独
自
の
特
色
を
持
ち
、
人
文
精
神
に
富
む
山
水
詩
巻
を
創
作
し
た
︒）

注

（
１
）  

天
地
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
十
月
︒
一
六
四
頁
︒

（
２
）  

杜
甫
の
持
病
に
つ
い
て
、
二
宮
俊
博
『
津
阪
東
陽
『
杜
律
詳
解
』
全
釈
』
二
宮
印
刷
工
房
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
︒
中
冊
二
五
八
～
二

五
九
頁
参
照
︒

（
３
）  

黒
川
洋
一
『
杜
甫
』
下
（
岩
波
書
店
、『
中
国
詩
人
選
集
』
一
〇
、
一
九
五
九
年
）、
お
よ
び
古
川
末
喜
「
杜
甫
年
譜
」（
下
定
雅
弘
・
松

原
朗
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
四
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
十
月
）
を
参
照
︒

（
４
）  

宋
玉
「
高
唐
賦
、
神
女
賦
」、『
文
選
』
巻
十
九
所
収
︒

（
５
）  

杜
甫
が
夔
州
の
古
跡
を
詠
ん
だ
「
詠
懐
古
跡
五
首
」（
〇
九
九
三
～
〇
九
九
七
）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
異
郷
と
帰
郷
」（『
中
国
文
学
論

纂
』
上
巻
、
花
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
︒

（
６
）  

山
中
に
あ
る
杜
甫
の
畑
に
、
毎
日
長
江
の
川
底
ま
で
水
を
汲
み
に
行
く
労
苦
と
解
し
た
︒

（
７
）  

陶
淵
明
と
謝
恵
連
を
指
す
と
す
る
の
は
、
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
、
お
よ
び
講
談
社
学
術
文
庫
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
二
（
執
筆
は

佐
竹
保
子
）︒
一
説
に
「
謝
」
は
謝
霊
運
︒

（
８
）  

東
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
︒
一
四
二
頁
︒

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
四
号

14


